
■　機械設備スケジューラ

特徴 ・機械毎に作業予定を割付け、工場内の見えるかを実現できる。
・作業状況を見える化することで、資源の調整ができ効率化が図れる。
・基幹業務との連携を図ることで、既存のデータを有効活用できる。

1.システムイメージ

2操作イメージ

・作業予定一覧からマシンへ配置

・マシンへ新規に作成

3.画面イメージ


